
 

東 公 民 館 だ よ り 第603号 令和6年7月1日 

 

 

 

東
地
区
の
歴
史
と
地
名 

 

奈
良
時
代
の
上
毛
野
国
（
か
み
つ
け
ぬ
の
く
に
）
か
ら
上
野
国
（
か
み
つ
け
の
く

に
・
こ
う
ず
け
の
く
に
）
と
次
第
に
変
わ
り
、
群
馬
県
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

郡
は
十
四
あ
り
、
当
地
は
群
馬
郡
に
属
し
ま
す
。 

 

平
安
時
代
の
条
里
制
水
田
遺
跡
が
東
地
区
に
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
条
里

制
の
田
圃
の
形
か
ら
箱
田
、
田
圃
の
溝
や
畔
な
ど
に
沿
っ
て
川
は
流
れ
、
角
張
っ
て
曲

り
が
出
来
た
こ
と
か
ら
、
川
曲
の
地
名
が
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
中
央
政
府
の
あ
る
奈
良
・
近
畿
地
方
と
東
国
を
結
ぶ
官
道
の
「
東
山
道
」
が

碓
水
峠
ー
野
後
駅
ー
群
馬
駅
（
小
相
木
町
）
ー
佐
位
駅
ー
新
田
駅
ー
下
野
国
ー
多
賀
城

と
続
い
て
い
ま
し
た
。 

 

群
馬
駅
（
く
る
ま
の
う
ま
や
）
の
近
く
の
小
川
に
橋
が
架
か
っ
て
お
り
、
そ
の
橋
を

「
駅
橋
」
（
う
ま
や
ば
し
）
と
言
っ
て
い
た
。
戦
国
時
代
に
は
厩
橋
（
ま
や
ば
し
）
と

呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
の
慶
安
の
頃
よ
り
前
橋
（
ま
え
ば
し
）
と
改
め
ら
れ
、
三
七
六
年

前
か
ら
前
橋
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

こ
の
群
馬
駅
か
ら
国
府
駅
（
こ
う
え
き
）
が
訛
っ
て
小
相
木
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

ま
た
、
東
山
道
の
群
馬
駅
に
付
随
し
て
市
が
立
ち
、
こ
の
市
か
ら
古
市
の
地
名
が
起

こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
府
の
朱
雀
門
が
あ
っ
た
付
近
か
ら
、
朱
雀
→
朱

烏
→
赤
烏

あ
か
が
ら
す

と
転
訛

て
ん
か

し
て
、
古
市
の
小
字

こ
あ
ざ

の
赤
烏
も
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

鎌
倉
時
代
、
鎌
倉
か
ら
越
後
へ
の
街
道
が
武
蔵
国
ー
玉
村
町
ー
小
相
木
、
渋
川
ー
越

後
国
へ
続
く
江
戸
時
代
の
佐
渡
奉
行
街
道
で
、
上
新
田
・
下
新
田
は
宿
を
形
成
し
て
、

町
東
・
町
西
・
町
下
・
町
頭
・
大
道
東
・
大
道
西
な
ど
の
小
字
が
出
来
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
東
道
（
あ
ず
ま
み
ち
）
が
日
高
ー
江
田
ー
箱
田
ー
小
相
木
ー
実
正
の
渡
し
ー

実
正
関
所
へ
と
通
過
、
箱
田
の
道
上
・
道
下
の
小
字
を
残
し
て
い
ま
す
。 

 

室
町
時
代
末
期
の
天
文
八
年
～
一
二
年
の
大
洪
水
に
よ
り
、
利
根
川
は
現
在
の
流
路

に
変
わ
り
、
東
西
の
通
行
に
支
障
と
な
り
、
不
便
と
な
り
ま
し
た
。 

 

江
戸
時
代
の
慶
長
九
年
に
は
、
天
狗
岩
用
水
（
滝
川
）
が
完
成
し
、
水
田
開
発
が
行

わ
れ
、
上
新
田
・
下
新
田
・
稲
荷
新
田
の
各
村
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。 

 

明
治
四
年
一
〇
月
第
一
次
群
馬
発
足
。
県
名
は
、
中
央
に
あ
る
群
馬
郡
の
群
馬
を

と
っ
て
名
付
け
て
い
ま
す
。
山
田
・
新
田
・
邑
楽
の
三
郡
は
栃
木
県
に
な
り
ま
し
た
。

同
六
年
二
月
群
馬
県
・
入
間
県
が
合
併
し
、
熊
谷
県
が
発
足
。
同
九
年
八
月
第
二
次
群

馬
県
発
足
。
現
在
の
群
馬
県
の
範
囲
と
な
り
ま
し
た
。 

 

同
一
七
年
八
月
二
〇
日
上
野
ー
高
崎
ー
内
藤
分
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
現
石
倉
町
）
間
の

鉄
道
開
通
。
文
明
開
化
の
波
が
近
く
の
内
藤
分
に
届
い
た
の
で
す
。 

 

同
二
二
年
四
月
一
日
東
村
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。 

 

同
年
、
小
山
ー
高
崎
間
の
両
毛
線
が
開
通
、
内
藤
分
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
廃
止
さ
れ
、

駅
は
遠
く
な
り
不
便
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

大
正
一
〇
年
七
月
一
日
高
崎
ー
渋
川
間
の
上
越
線
が
開

通
。
新
前
橋
駅
が
誕
生
し
、
後
の
新
町
名
制
定
時
に
こ
の

駅
名
が
採
用
さ
れ
、
新
前
橋
町
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
二
九
年
東
村
は
、
前
橋
市
と
合
併
、
村
制
時
の
各

大
字
は
、
同
市
の
町
名
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
三
八
年
か
ら
新
町
名
の
誕
生
、
字
の
区
域
変
更
、

開
発
等
に
よ
り
小
字
が
消
滅
し
て
い
ま
す
。
消
滅
す
る
貴

重
な
小
字
名
を
記
録
し
て
、
後
世
の
人
達
に
残
し
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

館
報
編
集
委
員
会 

小
池 

照
一 

 

五
月
十
九
日
（
日
）
、
五
月
晴
れ
と
は
言
え
な
い
が
穏
や

か
な
ス
ポ
ー
ツ
日
和
と
な
っ
た
。
東
地
区
恒
例
の
男
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
箱
田
中
校
庭
、
東
中
校
庭
、
大
利
根
緑

地
の
三
カ
所
で
行
わ
れ
た
。 

 

今
回
は
、
５
５
回
と
い
う
こ
と
だ
。
１
９
６
０
年
代
、
当

時
の
学
校
区
（
東
地
区
）
で
、
地
域
の
人
々
と
の
親
睦
、
体

力
増
進
等
を
目
標
に
始
ま
っ
た
。
東
地
区
体
育
推
進
委
員

会
、
自
治
会
連
合
会
等
が
中
心
と
な
っ
た
。 

 

三
カ
所
の
会
場
で
、
試
合
の
様
子
を
取
材
し
た
。
各
町
の

選
手
は
、
緊
張
気
味
の
人
、
自
信
あ
り
そ
う
な
人
、
若
い
頃

よ
り
少
々
体
型
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
人
な
ど
、
基
本
的
に

は
ど
の
人
も
、
楽
し
も
う
と
い
う
思
い
で
参
加
し
て
い
る
よ

う
だ
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
方
々
に
聞
い
た
様
子
で
は
、
一
日
だ
け

練
習
し
た
、
今
日
が
初
め
て
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
よ
う
な
集

ま
り
で
実
践
的
に
練
習
し
て
い
る
な
ど
チ
ー
ム
編
成
や
経
過

は
様
々
な
よ
う
だ
。
各
町
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
選

手
を
そ
ろ
え
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
町
が
多
い
よ
う
だ
。
回

覧
板
を
回
し
て
も
な
し
の
つ
ぶ
て
が
多
く
、
役
員
の
人
脈
に

頼
っ
た
り
、
学
生
時
代
に
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
た
と
い
う

人
を
訪
ね
た
り
で
大
変
な
よ
う
だ
。 

 

各
会
場
の
雰
囲
気
を
記
し
て
み
る
と
。 

【
東
中
学
校
】
校
舎
に
沿
っ
て
花
壇
に
花
が
植
え
ら
れ
て
心

和
む
感
じ
が
し
た
。
試
合
の
方
は
、
、
や
は
り
広
い
の
で
私

に
は
、
試
合
の
流
れ
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
新

調
さ
れ
た
と
い
う
ピ
ン
ク
の
格
子
柄
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
町

の
選
手
、
若
い
人
が
多
い
の
か
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
せ
い
か

元
気
は
つ
ら
つ
に
見
え
た
。
こ
の
会
場
で
は
、
体
育
館
の
ガ

ラ
ス
窓
が
割
れ
る
の
で
は
と
心
配
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
ホ
ー

ム
ラ
ン
が
い
く
つ
も
出
て
い
た
。 

【
箱
中
】
二
面
を
使
っ
て
試
合
が
行
わ
れ
て
い
た
。
広
い
校

庭
に
２
つ
の
試
合
会
場
で
は
、
あ
ま
り
に
も
広
く
試
合
の
様

子
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
各
町
応
援
の
方
々

も
一
生
懸
命
で
、
皆
さ
ん
一
体
と
な
り
楽
し
そ
う
な
様
子
が

う
か
が
え
た
。 

【
大
利
根
緑
地
】
グ
ラ
ン
ド
の
後
方
に
は
、
利
根
川
の
流
れ

が
あ
り
、
欅
の
大
樹
に
囲
ま
れ
た
緑
豊
か
な
会
場
。
や
や
狭

く
感
じ
、
観
て
い
る
間
に
も
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
多
数
出
て
い

た
。
球
は
、
利
根
川
に
入
ら
な
い
か
と
も
心
配
し
た
。
こ
ち

ら
の
会
場
で
は
、
元
気
良
い
声
援
が
飛
び
交
っ
て
お
り
、
選

手
が
と
て
も
元
気
づ
け
ら
れ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。 

 

試
合
結
果
は
、 

 
 

優
勝 

西
箱
田
町 

 
 

準
優
勝 

江
田
町 

 

 
 

三
位 

上
新
田
町 

 
 

四
位 

下
新
田
町 

 
 

 

終
わ
り
に
、
事
前
準
備
等
さ
れ
て
き
た
各
役
員
さ
ん
に
感

謝
の
気
持
ち
を
送
り
た
い
。 
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委
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木
村 

恭
子 

東
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

取
材
記 

箱田中グランド 大利根緑地グランド 東中グランド 表 彰 式 


